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55.富士山
ふ じ さ ん

 Fujisan         常時観測火山 

北緯35°21′39″ 東経138°43′39″ 標高3,776m (剣ヶ峯)(測定点)  
 
 
 

 

 

富士山全景 北東側から 2001 年 12 月 20 日 荒井健一撮影 

 

概要 

小御岳(こみたけ)・古富士の両火山上に生成した成層火山。日本の最高峰で体積約 400 ㎦（小御

岳，古富士，新富士を含める）の大きな火山。基底は直径 50 ㎞。主に玄武岩(SiO2 49～52％)から

なるが、1707 年の宝永噴火にはデイサイト・安山岩(SiO2 64～68％)の軽石・スコリアも噴出。側

火山が約 100 個ある。標高 2450m 以上は露岩地帯で、風食作用が著しく、特に西斜面は崩壊が激し

い(大沢崩れ)。864～866 年山腹から溶岩を流出した。また、1707 年の噴火では南東山腹から噴火し、

江戸方面への大量の降灰など甚大な被害を及ぼした。近年では 2000～2001 年の深部低周波地震が多

発、2011 年 3 月 15 日には静岡県東部（富士山の南部付近）で M6.4 が発生し、その後も地震活動は

低下しつつも継続している。
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地形図 

図 55-1 富士山の地形図. 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(富士宮、御殿場、富士山、山中湖)及び数値地図 50m メッシュ(標高) 
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噴火活動史 

・過去１万年間の噴火活動 

富士山は 2 万年前の大規模な山体崩壊の後、17000 年前から 8000 年前頃にかけて大規模な溶岩を

流出し、5600 年前から 3700 年前頃に主火山体を高く成長させる噴火活動となった。その後、3500

年前から 2300 年前頃に山頂部で爆発的な噴火が卓越し、その間の 2900 年前には南東側へ山体崩壊

（御殿場岩屑なだれ）を起こした。2300 年前以降は山腹の割れ目噴火である（宮地、1988；

Yamamoto,T ., et al., 2005）。 

 

 

・有史以降の火山活動（▲は噴火年を示す） 

延暦の噴火（800～802 年）、貞観噴火（864 年）及び宝永噴火（1707）年のような規模の大きな噴

火があった（主に文献番号 11 及び 12 を基にまとめた）。 

噴火年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲781(天応元)年 噴火 8 月。降灰。 

▲800～02(延暦 19

～21)年 

噴火 800 年 4 月 15 日噴火、降灰多量、スコリア降下、溶岩流。噴火場所は北

東山腹。 

801 年も噴火し、降灰砂礫多量、足柄路は埋没、802 年に箱根路が開かれ

た。(VEI3) 

826 または

827(天長 3)年 

噴火？ 詳細不明。 

▲864～66(貞観 6

～7)年 

大規模：噴火 864 年 6 月に噴火、降砂礫多量。噴火場所は北西山腹。 

長尾山付近から溶岩流出(青木ケ原溶岩)、北西に流れたものは本栖湖に達

し、また「せのうみ」を精進湖(しょうじこ)、西湖(さいこ)に二分、北東

に流れたものは吉田付近に達する。この溶岩で人家埋没、湖の魚被害。噴

火の最盛期は噴火開始約 2 ヶ月程度まで。マグマ噴出量は 1.2DREkm3。 

870(貞観 12)年 噴火？ 詳細不明。 

875(貞観 16)年 噴気 詳細不明。 

▲937(承平 7)年 噴火 噴火場所は北山腹。スコリア降下、 溶岩流。 

952(天暦 6)年 噴火？ 詳細不明。 

993(正暦 4)年 噴火？ 詳細不明。 

▲999(長保元)年 噴火 3 月 26 日。詳細不明。 

1017(寛仁元)年 噴火？ 詳細不明。 

1020(寛仁元)年 火映 秋。 

▲1033(長元 5)年 噴火 1 月 19 日。スコリア降下、溶岩流。噴火場所は北山腹。 

▲1083(永保 3)年 噴火 4 月 17 日。 

1427(応永 33)年 噴火？ 詳細不明。 

▲1435 または

1436(永享 7)年 

噴火 スコリア降下、溶岩流。噴火場所は北山腹。 

▲1511(永正 8)年 噴火 8 月。 

1704(元禄 16)年 鳴動 2 月 4～7 日。 

 

噴火年代 噴火場所 噴火様式 主な現象・マグマ噴出量 

17000～8000 年前 1 山頂火口及び側

火口 

マグマ噴火 1,2 多量の溶岩が流出した。山体崩壊により形成された馬

蹄形火口は埋積された。1,2,3,4,5 

 

8000～5600 年前 1 主に側火口 マグマ噴火 1,2 小規模なテフラが間欠的に噴出した。活動の低下。
1,2,4,5,6,7 

 

5600～3500 年前 1 山頂火口及び側

火口 

マグマ噴火 1,2 主火山体が形成した。1,2,4,5,6,7 

 

3500～2300 年前 1 主として山頂火

口 

マグマ噴火 1,2 プリニー式噴火によるテフラが頻繁に噴出し、少量の

火砕流と溶岩流出を伴った。 2900 年前には南東側へ山

体崩壊を起こした（御殿場岩屑なだれ）。1,2,8,9 

2300 年前以降 1 側火口 マグマ噴火 1,2 溶岩が流出し、小規模～大規模なストロンボリ式噴火

によるテフラを伴った．1,2,5,10。 
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噴火年代 現象 活動経過・被害状況等 

▲1707(宝永 4)年 大規模：噴火 12 月 16 日噴火（宝永噴火）。軽石・スコリア降下。噴火場所は南東山腹

（宝永火口）。 

噴火 1～2 ヶ月前から山中のみで有感となる地震活動。十数日前から地

震活動が活発化、前日には山麓でも有感となる地震増加(最大規模は M5

級)。12 月 16 日朝に南東山腹(現在の宝永山)で爆発し、黒煙、噴石、空

振、降灰砂、雷。その日のうちに江戸にも多量の降灰。川崎で厚さ 5cm。

噴火は月末まで断続的に起きたが、次第に弱まる。家屋・農地が埋まっ

た村では餓死者多数。 

初期はデイサイト、その後玄武岩のプリニー式噴火。江戸にも大量の降

灰。噴火後洪水等の土砂災害が継続。マグマ噴出量は 0.7 DREkm3。(VEI5)14,

1708(宝永 5)年 鳴動 10 月 28 日。詳細不明。 

1708～1709(宝

永 5～6)年 

火山活動？ 鳴動、降灰？ 詳細不明。 

1825(文政 8)年 噴気、鳴動 時折。 

1854～1855(嘉

永 6～7)年 

噴火？熱？ 詳細不明。 

1895(明治 28)年 噴気？ 山頂火口縁東部の噴気活動活発化？ 

1897(明治 30)年 噴気 山頂で噴気活動。温度は 82℃16。 

※この頃以降荒巻には噴気があったとの記録多数あり。 

1914(大正 3)年 噴気？ 山頂火口縁南東部に新たな亀裂と噴気？ 

1923(大正 12)年 噴気？ 山頂火口縁北東部と北西火口縁（山頂火口壁）に新たな噴気？ 

※1936(昭和 11)年頃から次第に活動は低下。1957 年の調査 16では、噴気

温度は約 50℃。その後 1960 年代まで続いたが、1982 年の気象庁の観測で

は噴気は見られなかった。なお、山頂以外では、1957 年に宝永火口、須

走登山道 3、7 合目で地熱があったとの報告もあるが詳細は不明。 

1926(大正 15)年 地震 8 月 13 日。震央は富士山南東麓。 

1987(昭和 62)年 地震 8 月 20～27 日。山頂で有感地震 4 回(最大震度 3)。 

2000(平成 12)年

および 2001(平成

13)年 

地震 2000 年 10～12 月。2001 年 4～5 月。深部低周波地震の多発。 

2008～10(平成

20～22)年 

地殻変動 8 月～10 年初め。GPS 連続観測から地下深部の膨張を示すと考えられる伸

びの変化が観測されたがその後終息。 

2011(平成 23)年 地震 3 月 15 日 22 時 31 分、静岡県東部（富士山の南部付近）で M6.4。その震

源から山頂直下付近にかけて地震が増加。その後地震活動は低下しつつも

継続。 
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図 55-2 富士山歴史時代の火山活動 (候補を含む) 年表 (小山, 2007). 
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主な火山活動 

・864～866 年の噴火活動（貞観噴火） 

下り山溶岩グループ
氷穴溶岩グループI
（天神・伊賀殿）

せの海

838年～864年

864年

１．

本栖湖

長尾山火口

氷穴火口列

大室山

下り山火口

1000m

 

石塚溶岩グループ水底溶岩？２．

本栖湖

長尾山火口

氷穴火口列

大室山

下り山火口

1000m

 

下り山溶岩グループ

石塚溶岩グループ

長尾山溶岩グループI

氷穴溶岩グループI

３．

本栖湖

長尾山火口

氷穴火口列

大室山

下り山火口

1000m

 

下り山溶岩
グループ

長尾山溶岩
グループII・III

氷穴溶岩
グループI

氷穴溶岩
グループII

長尾山溶岩
グループI

石塚溶岩
グループ

４．

本栖湖

大室山

1000m

西湖

精進湖

天神・伊賀殿火口

 
図 55-3 貞観噴火の推移及び青木ヶ原溶岩の形成過程 (高橋・他, 2007).  

1: 氷穴溶岩グループⅠおよび下り山溶岩グループの噴出, 2: 石塚溶岩グループの噴出,  

3: 長尾山溶岩グループⅠの噴出, 4: 長尾山溶岩グループⅡ-Ⅲ及び氷穴溶岩グループⅡの噴出. 
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・1707 年の噴火活動（宝永噴火） 
表 55-1 宝永噴火の経過 (火山噴火予知連絡会富士山ワーキンググループ報告書, 2003). 
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図 55-4 宝永噴火による堆積物の厚さ (宮地・小山, 2007). 

宝永火口からほぼ真東の方向に最大層厚を連ねた分布の軸を持つ扇状に拡散し，南関東のほぼ全域を覆った. 

 

 

図 55-5 宝永噴火マグマモデルに基づく噴火直前までの地殻変動量(宮下・他, 2007)． 

左：水平変動．右：傾斜変動．■は 2002 年段階での観測点の配置． 

それぞれの格子点における変化方向と変動量，及び傾斜方向（下がる方向）と変動量を示す.  

噴火十数日前から噴火前日の後半で，傾斜計で検出し得る程度の微小な変化量（数μrad 程度）に達し，ダ

イク頭部が深さ１km まで達する想定の噴火前日には，数点の GPS 観測点で数 cm 程度の変化が現れ始める． 

噴火直前には大きな地殻変動が観測されることが想定される． 

 

 

過去の噴火における先駆現象等 
1707 年宝永噴火においては、噴火の十数日前から山中でのみ有感となる地震の多発、鳴動が始ま

り、数日前からは山麓でも有感となる地震が発生するようになった。
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近年の火山活動 

 

 
図 55-6 月別地震回数とその積算回数 (1995 年 6月～2012 年 6月 30 日). 機器障害のため 2007 年 5月 10日～2007

年 6 月 1 日まで欠測. 

 

図 55-7 富士山周辺の電子基準点における GPS 連続観測結果 (時系列) (国土地理院, 2011). 2008 年 8 月頃から

地下深部の膨張を示すと考えられる伸びの変化が観測されたが, 2010 年初め頃から鈍化しており, 2010 年

10 月頃にはほとんどの基線で伸びは停滞している. 

計数基準 

2011 年３月 23 日～ 

（防）富士第５振幅 0.3μm/s 以上、S-P 時間 3.0 秒以内

2011 年３月 22 日まで 

富士山頂振幅 0.5μm/s 以上、S-P 時間 3.0 秒以内 

 

※（防）：独立行政法人防災科学技術研究所 
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図 55-8 広域地震観測網による高周波地震の活動 (2011 年 2 月 1 日～9 月 10 日) (気象庁, 2011).  

●: 2011 年 2 月 1 日～5 月 31 日, ●: 2011 年 6 月 1 日～9 月 10 日. 

 

 
図 55-9 広域地震観測網による浅部の地震活動(青)及び深部低周波地震活動(赤)  

(1999 年 10 月 1 日～2012 年 6 月 30 日). 
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図 55-10 1997 年から 2011 年の深部低周波地震活動を示す菱形ダイアグラム (上段) と低周波地震関数と概算地

震波動エネルギー (下段) (防災科学技術研究所, 2011). 菱形の高さは特定の観測点で観測された深部低周

波地震活動の振動継続時間, 幅は最大振幅に対応する. 
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地下構造 

 
図 55-11 自然地震及び人工地震構造探査から推定された富士山周辺の地震波速度構造 (北東-南西断面) 

(Nakamichi et al., 2007). 上: P 波速度構造, 中: S 波速度構造, 下: Vp/Vs 比. 黒点は地震の震源位置, 赤

点は深部低周波地震の震源位置を示す. 富士山直下で地震波速度の遅く, かつ Vp/Vs の低い領域では深部低

周波地震も発生しており, この領域では火山性流体の存在が示唆される.  

 
図 55-12 MT 探査によって推定された富士山の 2 次元比抵抗構造モデル (Aizawa et al., 2004). 山頂を通る北東

-南西断面図. 丸印は構造性地震, ☆印は低周波地震の震源を示す.  
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防災に関する情報 

①火山防災協議会 

火山防災協議会の名称 設置 最近の主な活動の内容

富士山火山防災対策協議会 2012.6.8

山梨県、静岡県、神奈川県の地域防災計画に基づき、三県及び関係市町村
並びに関係機関の連携を確立し、平常時から富士山の噴火時の総合的な
避難対策等（広域避難計画、合同訓練、専門研修等）に関する検討を共同
で行う。
　

左に挙げた以外の構成機関

■関係機関
（国）内閣府防災担当、甲府河川国道事務所、静岡国道事務所、沼津河川国道事務所、
　陸上自衛隊第1師団 第１特科隊・第34普通科連隊、
　陸上自衛隊東部方面混成団 第31普通科連隊
（山梨県）
　道路管理課、富士東部建設事務所吉田支所
（静岡県）道路保全課、土木防災課、熱海土木事務所、沼津土木事務所、
　富士土木事務所
（神奈川県）道路管理課、県西土土木事務所、
（警察・消防）山梨県警察本部警備第二課、静岡県警察本部災害対策課
　神奈川県警察本部危機管理対策課、富士五湖消防本部
（その他）
　中日本高速道路東京支所、八王子支所、富士急行株式会社

山梨県
静岡県

神奈川県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

■県（防災部局）
（山梨県）防災危機管理課◎、峡南地域県民センター、
　富士・東部地域県民センター
（静岡県）  危機政策課◎、危機情報課、危機対策課、
　東部危機管理局
（神奈川県）災害対策課、県西地域県政総合センター
■市町村
（山梨県）富士吉田市、西桂町、忍野村、山中湖村、
　富士河口湖町、鳴沢村、身延町
（静岡県）沼津市、三島市、富士宮市、富士市、御殿場市、
　裾野市、長泉町、小山町
（神奈川県）　―
■気象台
　気象庁火山課、東京管区気象台、甲府地方気象台、
　静岡地方気象台、横浜地方気象台
■砂防部局
（国）富士砂防事務所
（山梨県）砂防課
（静岡県）砂防課
（神奈川県）砂防海岸課
■火山専門家等
　山梨県環境科学研究所、政策研究大学院大学、日本大学、
　静岡大学、環境防災総合政策研究機構、
　神奈川県温泉地学研究所

関係都道府県

 

 

火山防災協議会の名称 設置 最近の主な活動の内容

富士山火山防災対策協議会
三県コアグループ
（前項の協議会において設置）

2012.6.8

山梨県、静岡県、神奈川県の地域防災計画に基づき、三県及び関係市町村
並びに関係機関の連携を確立し、平常時から富士山の噴火時の総合的な
避難対策等（広域避難計画、合同訓練、専門研修等）に関する検討を共同
で行う。

左に挙げた以外の構成機関

■関係機関
（国）内閣府防災担当

関係都道府県

山梨県
静岡県

神奈川県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

■県（防災部局）
（山梨県）防災危機管理課◎、峡南地域県民センター、
　富士・東部地域県民センター
（静岡県） 危機政策課◎、危機情報課、危機対策課、
　東部危機管理局
（神奈川県）災害対策課、県西地域県政総合センター
■市町村
（山梨県）富士吉田市、西桂町、忍野村、山中湖村、
　富士河口湖町、鳴沢村、身延町
（静岡県）沼津市、三島市、富士宮市、富士市、御殿場市、
　裾野市、長泉町、小山町
（神奈川県）　―
■気象台
　気象庁火山課、東京管区気象台、甲府地方気象台、
　静岡地方気象台、横浜地方気象台
■砂防部局
（国）富士砂防事務所
（山梨県）砂防課
（静岡県）砂防課
（神奈川県）砂防海岸課
■火山専門家等
　山梨県環境科学研究所、政策研究大学院大学、日本大学、
　静岡大学、環境防災総合政策研究機構、
　神奈川県温泉地学研究所
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火山防災協議会の名称 設置 最近の主な活動の内容

環富士山火山防災連絡会 2005.4.11

・火山防災対策についての情報交換・連絡
・火山防災対策に対する協力及び要望
・災害時における相互応援協定、広域避難の協力
・噴火及び地震予知調査並びに情報の一元化
・関係機関等による情報伝達訓練の実施
・国、県、防災関係機関に対する火山防災対策の要望に関すること
 （市町村が中心の火山防災協議会）

左に挙げた以外の構成機関

■関係機関
（国）陸上自衛隊第1特科隊・第34普通科連隊
（県）山梨県県民センター（富士・東部地域・峡南地域）
（警察・消防）山梨県警察本部、静岡県警察本部、富士吉田警察署、
　富士五湖消防本部

山梨県
静岡県

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　構　　成　　機　　関

火山防災協議会のコアグループに相当する機関 （※◎は事務局）

■県（防災部局）
　山梨県総務部防災危機管理課
　静岡県危機管理部危機情報課、東部危機管理局
■市町村
（山梨県）富士吉田市◎、西桂町◎、忍野村◎、
　山中湖村◎、富士河口湖町◎、鳴沢村◎、身延町◎
（静岡県）沼津市◎、三島市◎、富士宮市◎、富士市◎、
　御殿場市◎、裾野市◎、長泉町◎、小山町◎
■気象台
　甲府地方気象台、静岡地方気象台
■砂防部局
（国）富士砂防事務所
（山梨県）県土整備部砂防課
（静岡県）河川砂防局砂防課
■火山専門家等
　山梨県環境科学研究所

関係都道府県

 

 

②火山ハザードマップ等 

富士山火山防災マップ(全体版)2004(平成 16)年 6月富士山火山防災協議会発行 富士山ハザード

マップ検討委員会(委員長：荒牧重雄) 

富士山火山防災マップ(富士吉田市版)2004(平成 16)年 6月富士山火山防災協議会発行 富士山ハ

ザードマップ検討委員会(委員長：荒牧重雄) 

富士山火山防災マップ(御殿場市版)2004(平成 16)年 6月富士山火山防災協議会発行 富士山ハザ

ードマップ検討委員会(委員長：荒牧重雄) 

富士山火山防災マップ(富士市版)2004(平成 16)年 6月富士山火山防災協議会発行 富士山ハザー

ドマップ検討委員会(委員長：荒牧重雄) 

富士山火山防災マップ(足柄上地区版)2004(平成 16)年 6月富士山火山防災協議会発行 富士山ハ

ザードマップ検討委員会(委員長：荒牧重雄) 

富士山火山防災マップ(小田原市版)2004(平成 16)年 6月富士山火山防災協議会発行 富士山ハザ

ードマップ検討委員会(委員長：荒牧重雄) 

富士山火山防災避難マップ 

・作成年 

平成 18（2006）年 3 月 

・作成機関名（協議会の場合、その構成機関）についての情報。 

富士山火山防災協議会・山梨県 

＜協議会構成市町村：富士吉田市・富士河口湖町・西桂町・山中湖村・忍野村・鳴沢村・身延町） 

・火山防災マップが掲載されているページの URL 

http://www.city.fujiyoshida.yamanashi.jp/forms/info/info.aspx?info_id=1638 

富士山火山防災マップ       災害対策山静神連絡会議発行 
 富士市富士山火山防災マップ       2004（平成 16）年 富士市発行 

富士宮市富士山ハザードマップ     2004（平成 16）年 富士宮市発行 
 富士山火山防災マップ（御殿場市版）2004（平成 16）年 御殿場市発行 
 裾野市富士山火山防災マップ       2005（平成 17）年 裾野市発行 
 小山町富士山火山防災マップ       2004（平成 16）年 小山町発行 
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③噴火警戒レベル（2007（平成 19）年 12 月 1 日運用開始） 
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④主な火山情報の発表状況 

（1965 年 1 月 1 日の情報発表業務開始以降 2007 年 11 月 30 日まで） 

発表はなし。 

 

⑤噴火警報等の発表状況 

（2007 年 12 月 1 日の噴火警報及び噴火予報の運用開始以降 2012 年 12 月 31 日現在まで） 

・噴火警報・予報 

※1 噴火警報及び噴火予報の発表開始に伴う発表 

※2 噴火警戒レベルの運用開始に伴う発表 

 

・火山の状況に関する解説情報の発表状況 

発表はなし。 

 

⑥避難実績及び入山規制等の実績 

いずれもなし 

 

社会条件等 

①人口 

・富士吉田市  51,367 人（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

・富士河口湖町 26,182 人（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

・西桂町 4,667 人（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

・山中湖村    5,811 人（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

・忍野村     9,081 人（平成 24 年 4 月 29 日現在） 

・鳴沢村     3,197 人（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

・身延町    14,502 人（平成 24 年 5 月 1 日現在） 

・富士市    260，502 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

・富士宮市   135，612 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

・御殿場市      90，106 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

・裾野市    54，149 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

・小山町    20，191 人（平成 24 年 7 月 1 日現在） 

 

②国立・国定公園・登山者数等 

・富士箱根伊豆国立公園 

登山者数 293,416 人（2011 年 7 月 1 日～8 月 31 日：8 合目赤外線カウンターによる） 

吉田口：約 16 万 5 千人 

富士宮口：約 7 万 2 千人 

須走口：約 4 万人 

御殿場口：約 1 万 6 千人 

 

年月日 警報・予報 対象市町村等 内容 

2007（平成

19）年 12 月 1

日 10:13 

噴火予報※1※2 

（噴火警戒レベル 1、平常）

山梨県富士吉田市、

鳴沢村 

静岡県御殿場市、富

士市、富士宮市、裾

野市、小山町 

火山活動は静穏。 
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③付近の公共機関 

機関・部署名 所在地 電話番号 

富士吉田市安全対策課 山梨県富士吉田市下吉田 1842 0555-22-9070 

富士河口湖町総務課防災担当 山梨県富士河口湖町船津 1700 0555-72-1111 

西桂町総務課防災担当 山梨県南都留郡西桂町小沼 1501-1 0555-25-2121 

山中湖村総務課防災担当 山梨県南都留郡山中湖村山中 237-1 0555-62-1111 

忍野村総務課防災担当 山梨県南都留郡忍野村忍草 1514 0555-84-3111 

鳴沢村総務課防災担当 山梨県南都留郡鳴沢村 1575 0555-85-2311 

身延町総務課防災担当 山梨県南巨摩郡身延町切石 350 0556-42-4800 

静岡県東部危機管理局 静岡県沼津市高島本町 1-3 055-920-2002 

富士市防災危機管理課 静岡県富士市永田町 1-100 0545-55-2715 

富士宮市防災生活課防災危機

管理係 

静岡県富士宮市弓沢町 150 0544-22-1319 

御殿場市危機管理室防災スタ

ッフ 

静岡県御殿場市萩原 483 0550-82-4370 

裾野市環境防災課防災対策係 静岡県裾野市佐野 1059 055-995-1817 

小山町地域防災課 静岡県駿東郡小山町藤曲 57-2 0550-76-6111 

 

④主要交通網 

・鉄道：富士急行線（富士急行（株）） 

東海道新幹線・東海道本線・御殿場線・身延線（ＪＲ東海）、岳南鉄道（岳南鉄道株式会社） 

・バス：富士急バス 

・道路：東富士五湖道路、中央自動車道、国道 137 号、138 号、139 号 

東名高速道路、新東名高速道路、国道 1 号・246 号・469 号、県道 23 号・152 号・180 号（富

士山スカイライン）、県道 150 号（ふじあざみライン）、南富士エバーグリーンライン（有料

道路） 

 

⑤関連施設 

・山梨県 

富士山ビジターセンター 

 富士山ボランティアセンター・山梨県環境科学研究所 

 なるさわ富士山博物館・鳴沢氷穴 

 富士山レーダードーム館・富士吉田市歴史民俗博物館 

・静岡県 

 御殿場市 富士山樹空の森ビジターセンター・御胎内静宏園 

裾野市 裾野市立富士山資料館 

 富士市 丸火自然館 

 

 

関係する主な気象官署 
機関・部署名 所在地 電話番号 

東京火山監視・情報センター （気象庁本庁）東京都千代田区大手町 1-3-4 03-3212-8341 

甲府地方気象台 山梨県甲府市飯田 4-7-29 055-222-2347 

静岡地方気象台 静岡県静岡市駿河区曲金 2-1-5 054-286-3411 

横浜地方気象台 神奈川県横浜市中区山手町 99 045-621-1991 
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気象庁および大学等関係機関の観測網 

広域 

※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 
国土地理院発行の 20 万分の 1 地勢図(甲府、静岡、東京、横須賀)  

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (東京大学地震研究所) (神奈川県
地震計 (短周期) GPS V-net(短周期) 地震計 (短周期) 温泉地学研究所)
地震計 (広帯域) 全磁力計 V-net(広帯域) 地震計 (広帯域) 地震計 (短周期)
GPS V-net(傾斜計) 傾斜計 傾斜計

傾斜計 Hi-net 全磁力計
ひずみ計 K-NET ひずみ計 (山梨県)
空振計 KiK-net 地震計 (短周期)
遠望カメラ GPS
震度計 (自治体)
地震計 (短周期) 震度計
(地震津波観測)

凡　　　　　　例

 
図 55-13 観測点位置図（広域）. 
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山頂付近 

※ 同一地点に複数の計器を設置している場合には、観測点の位置を●で示し、その周囲に設置している観測点の種類を示している。 

 

国土地理院発行の 5 万分の 1 地形図(富士宮、御殿場、富士山、山中湖) 

(気象庁) (国土地理院) (防災科学技術研究所) (東京大学地震研究所)

地震計 (短周期) GPS V-net(短周期) 地震計 (短周期)

地震計 (広帯域) 全磁力計 V-net(傾斜計) 地震計 (広帯域)

GPS 傾斜計

全磁力計

ひずみ計

凡　　　　　　例

 
図 55-14 観測点位置図（山頂付近）. 
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